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　日本災害復興学会は

2008年度大会を11月22

日、23日の両日、東京大

学で開催する。大会実行委

員会（委員長・田中淳東京

大学大学院教授）は多くの

学会員の参加を呼びかけて

日本災害復興学会

2008年度大会準備進む

　また山間地で地震が起き

た。7月はじめに被災地と

なった宮城県の栗原市を訪

ね、避難者と話し合いをす

る機会を得た。

　皆さん、口々に農地や養

殖の魚が心配なので早く山

に帰りたいという。山の自

宅や農地は、ほとんど無傷

で、戻ってすぐに生活が再

開できる状態だ、というこ

とである。水は沢水がある

し、電気は自家発電もあり、

山で十分避難生活がおくれ

るという。

　では、避難者の帰宅を阻

んでいるものは何なのか。

どうも道路が土砂で埋没し

ているらしいのだが、はっ

きりしない（このことも問

題なのだが）。
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　今日、災害発生すると避

難者を避難所に集める方式

が定着しており、まさに標

準的な支援スタイルとなっ

ている。行政機関にとって

この方式は、避難者対応を

効率的にできるというメ

リットがある。

　今回もこの方法が採られ

たが、一方で避難者は生活

を取り上げられたと感じて

いる。たしかに、被災前の

集落が危険なら仕方ないと

思われるが、そうでないな

ら避難生活のあり方をもっ

と考えても良いのではない

かと思われた。

　例えば1週間分の食料を

空輸すれば災害前の集落で

生活を持続できるであろう

し、集落の近くに避難所や

仮設住宅をつくれば通勤農

業も可能になるであろう。

農業は、その時期に種をま

かなければその年の収穫は

なく、つねに「待ったなし」

なのである。住民にとって

は死活問題で、状況によっ

いる。

　今回の大会は08年1月

に行われた発足記念大会に

続くものだが、研究成果を

討論する場としてははじめ

ての大会となる。

　大会は初日の22日は午

後に「復興法制度」をテー

マとした一般セッション1

と「自由論題」による一般

セッション2、23日午前

の「首都直下地震の復興」

をテーマにすえた一般セッ

ション3を中心に進行され

ては、多くの人が離農する

ことも考えられる。

　長期避難者への生計支援

の制度がない今日、避難者

の最大の悩みは生計の維持

なのである。これまでの災

害でも、この生計問題が大

きなストレスとなって健康

を害した人がいる。まさに

「震災ストレス」である。

　行政は、単に避難者を集

めて避難所を開設し、仮

設住宅をつくって提供する

だけでなく、避難生活期間

中の仕事も考慮した対策

をもっと考えるべきであろ

う。

　災害の形態や規模にもよ

るが避難生活のあり方を考

えさせられた震災である。

（社会安全研究所）

る予定。また、23日午後

は歌舞伎俳優の中村吉右衛

門さんをまねいた特別セッ

ション「江戸に学ぶ災害文

化」も企画され一般市民へ

の公開も計画している。

（2面に関連記事）
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　日本災害復興学会東京大

会の特別セッションに歌舞

伎の名優・中村吉右衛門さ

んが登場する。

　特別セッションは 11 月

23 日午後 1 時 20 分から

開会の予定でテーマは「江

戸に学ぶ災害文化」。一般

にも公開するセッションと

なっている。

　この前段で吉右衛門さん

＝写真右＝と山崎登さん

（NHK）＝左＝が対談する。

歌舞伎が表現している江戸

という時代を、文化や人

の生き方などの視点から解

きほぐしていき、都市のく

らしと人情、人びとの助け

合いなどが話題になりそう

だ。

　後段では室崎益輝さん

（学会長、関西学院大）と

北原糸子さん（神奈川大学）

が江戸時代の災害復興につ

いて話を発展させていく。

　というのも偶然だが、吉

右衛門さんがテレビで演じ

た「鬼平犯科帳」の主役、

火付け盗賊改め役・長谷川

平蔵という役柄と結びつい

ている。天明期の浅間山大

特別セッションに吉右衛門さん
江戸文化と災害復興テーマに

大会プログラムほぼ決定
会場は東大・武田先端知ホール

　2008 年度大会は 11 月 22、23 日開催をめざして詰め

の作業が行われているが、おおまかなスケジュールは次の

ようになる見通しだ。（会場はいずれも東京大学本郷キャ

ンパス・武田先端知ホール）

 【22 日（土）】

　14:00  開会

　14:15～15:45 一般セッション 1（復興法制度）

　15:45 ～16:00 休憩

　16:00～17:30 一般セッション 2（自由論題）

　18:00～ 懇親会（山上会館）

 【23 日（日）】

　10:00～12:00 一般セッション 3（首都直下地震の復興）

　12:00～12:20 wiki 復興辞典の説明

　12:20～13:20 休憩

　13:20～15:20 特別セッション（江戸に学ぶ災害文化）

　今後、日程は微調整があるかもしれないが、ほぼこうし

たスケジュールで動くことになっている。

噴火によって農地を失い、

飢饉に苦しめられて江戸に

流入した人たちが無宿者と

なって犯罪に手を染めて

いった。これらの犯罪を厳

しく取り締まるのが平蔵の

役目だ。だが、鬼平は捕ら

えて罰するだけでは問題は

解決しないと、現在の佃島

に「寄せ場」をつくり、技

術を身に付けさせる職業訓

練のような試みを実施し、

再犯を防いだというエピ

ソードがある。

　吉右衛門さんは田中大会

委員長との会談で、平蔵

について「あるときは信じ

なくてはいけないことを肌

身をもって感じていた。そ

れだけに芯は強いが、真の

情に弱い」と語り、それが

取り締まりばかりでなく無

宿者に寄り添う施策につな

がったとの人物観をもらし

ていた。

　前半の吉右衛門さんの江

戸文化に寄せる深い理解と

思いが、後段の江戸期にお

ける災害からのくらしの復

興の実際に結びつければ、

研究者だけでなく一般の参

加者にも大いに興味の湧く

セッションとなりそうだ。
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　本年 6月 29 日、当学会

法制度研究会による「災害

復興法制度を考える」が開

催（共催）された。

　前半、永井幸寿部会長が

災害救助法の運用実態を告

発した。誤った解釈や慣例

の積み重ねによって法の趣

旨が全く骨抜きにされてい

る現状が、詳細かつ臨場感

　本年 6月 21 日、日本災

害復興学会・法制度研究会・

被災者総合支援法研究会の

活動がスタートした。

　この研究会は、関西学院

大学災害復興制度研究所の

理念法・実定法策定研究会

（通称：復興法制ワーキン

ググループ）での集中的な

議論の流れを受け継いで、

真の「人間の復興」を実現

すべく、被災者のための新

しい法制度の創設を目的と

　復興新制度研究会は、学

会法制度研究会のワンセク

ションに位置付けられてい

るが、単に「研究」にとど

まらず、実現可能な新制度

の早期導入を試みる意欲的

な実践ワーキングチームで

ある。

　ダイナミックな構図とし

て、三位一体改革の流れ

に沿って、新しい地方分権

被災者総合支援法研究会

学会活動次々とスタート
研究会とシンポジウムで議論深める

している。言うなれば、災

害復興基本法構想の中核と

なる、被災者のための具体

的な制度設計を策定するの

が使命（ミッション）だ。

　既に我が国には被災者を

支える法制度として、被災

者生活再建支援法、災害弔

慰金法、災害救助法等をは

じめとする諸制度がある。

しかし、数々の災害への適

用によって、既存制度の弱

点や深刻な課題が眼前に曝

された。これら問題点を根

本的に改め、限界を大きく

克服し、そして復興理念を

注入した総合的な支援法制

度を提案したい。災害直後

の応急対応から本格的な生

活復興に至るまでの被災者

の支援体制の統合化・体系

化を図り、「被災者総合支

援法」（仮称）の策定を急ぐ。

（記事はいずれも弁護士法

人芦屋西宮市民法律事務

所・津久井進）

復興新制度研究会

時代の国と地方の役割分担

を、災害復興の場面で具体

化する提案を考えることに

なる。

　現実的な方法論として、

まちづくり交付金等をは

じめとする、地方自治体に

とって設計自由度の高い交

付金制度を、災害復興の場

面に応用する仕組づくりに

取り組む。研究会のメン

バーには、被災自治体の第

一線の実務担当者を加え、

文字どおり実践的な検討に

チャレンジしている。

　本年 7月 26 日に東京で

第 1 回目の検討会を実施

した。今後は 2 ケ月毎に

開催予定。災害は待ってく

れない。何としても、短期

間に目に見える形で検討の

成果を提案したい。

シンポジウム報告「災害援助の課題と未来」

をもってレポートされた。

災害現場と中央省庁の意識

の乖離に、強い不条理感を

禁じ得なかった。

　その解決のあり方につい

て、後半、山崎榮一副部

会長から『被災者総合支援

法』と題する新しい法案の

構想が呈示された。被災者

のニーズに即して「衣・食・

住」と「医・職・習」を体

系化するという非常に意欲

的で画期的な法システムの

試みだ。

　災害救助の現下の課題を

浮き彫りにした上で、新

しい具体的制度設計の青写

真が描かれ、今後の検討へ

の力強い手応えが感じられ

た。
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　今年 6月 14 日に発生し

た岩手・宮城内陸地震。報

道はまったくと言っていい

ほどなくなっているが、7

月末日の時点で避難指示が

続いており、いまだ数回の

一時帰宅しか実現していな

い集落があることを忘れて

はならない。

　7月 2日、この集落を訪

問した際のある被災者の言

葉である。「地震のときは

助かった─と思った。でも

今は生き地獄だ。最盛期の

イチゴが摘めないからな。

貯金はゼロ、いやマイナス

になった。」（60 歳代イチ

ゴ農家）。

　「山を降りろと言われた

時、転職を覚悟した。だっ

て家族 6 人の暮らしがか

かっているから。でも 10

日ぶりの一時帰宅でイワナ

が生きていた。涙が出た。

もう一度がんばってみよう

か、でも以前のようにお客

さんは来てくれないだろう

な。どうしよう。本当に不

安だ。」（30 歳代イワナ養

殖業）。筆舌に尽くしがた

い苦難や恐怖と必死に闘っ

ている様子が伺える。

　7月 31 日、被災者に少

しでも元気と勇気を取り戻

していただこうと、過去の

災害で被災された方々をこ

の集落にお連れしての懇談

会を開催した。

　旧山古志村や川口町、穴

水町の方々から、「がんば

らないで、でもあきらめな

いで」「ピンチをチャンス

に」「失ったものは大きい

が、それ以上に人との出会

いは大きい」など、私も聞

いていて涙が出るほどの応

援メッセージが次々と出さ

れた。

　前述のイチゴ農家は「あ

の時は『生き地獄』だと言っ

た。今は『おかげさまで生

かされています』という心

境です。」と、またイワナ

養殖業の方は「今日、実は

ハローワークに行ってみ

た。何かしなければとあせ

るばかりの毎日。先のこと

はまだ見えないが、勇気だ

けはいただいた気がする。」

と語っていた。

　しかし勇気だけでは解決

しない。この集落の課題は、

まずは仮でも陸路が確保で

き、さらに様々な支援策が

後押しすることである。そ

して、例えば住民意思の発

信方法や行政とのパイプ、

支援策に関する経験や知恵

の提供などといった点で、

本学会が果たすべき役割は

とても大きいと感じてい

る。被災者のわらをもつか

みたい気持ちは切実だ。

　私は今後も機会をつくっ

て訪問したいと思ってい

る。

　それは単に小さな集落の

一事例ではなく、来るべき

宮城県沖地震や東海・東南

海・南海地震の試金石とし

ても、重要な学びだと思う

からである。皆様もぜひご

一緒いただき、まずは被災

者の生の声に傾聴いただけ

ればと願っている。

くりた・のぶゆき。特定非

営利活動法人レスキュー

ストックヤード代表理事。

1964年岐阜県生まれ。名古

屋市在住。阪神・淡路大震

災時に当時勤務していた大

学生ら延べ1、500人ととも

に現地入りし、以降、国内

の約30か所の災害現場で支

援活動を展開。またその学

びを生かし、「地域防災」「災

害ボランティア」「災害時要

援護者」等をテーマにした

講演会やワークショップ等

様々な事業に取り組んでい

る。その他、中央省庁、愛

知県などの各種検討会委員

も歴任。震災がつなぐ全国

ネットワーク代表。

評論
No.2
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過去の被災地との懇談会（2008 年 7月 31 日・宮城県栗駒市）

栗田暢之
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学芸出版社

仮設市街地研究会著

2100 円

　被災地の住民にとって

「生まれ育った古里の原風

景」や「住み慣れたわが家」

がいかにかけがえのないも

のか。震災取材では毎回こ

のことを再認識する。

　岩手・宮城内陸地震で集

落が孤立した宮城県栗原市

耕英地区。初の一時帰宅で

住民は自衛隊ヘリを降り、

自宅まで走った。食器など

の散乱に戸惑いながらも笑

顔を見せる人が多かった。

　「お帰りなさい !」。避難

所で留守番の住民が拍手で

一時帰宅者を迎えた。弾ん

だ声で報告する人々。「避

難所が一気に明るくなっ

るかにコストパフォーマン

スはいい」との幹部発言も

報じられた。こうした目線

の人は宮城県沖地震でも結

局「県民のため」の仕事は

しないのではないか。

　そんな中、栗原市が 8

月半ば、イチゴ栽培やイ

ワナ養殖などの個人を対象

に、再開助成策に踏み込ん

だ。基金ではなく、一般会

計補正予算という異例な形

に驚いた。市の担当者は

「困った時はお互い様なの

で理解は得られると思う」。

個人資産への公金支出を目

の敵にする霞が関を知る身

には、素朴な論理の説明が

新鮮に感じられた。

（共同通信社仙台編集部）

た」との感想を聞いた。

　耕英地区は戦後間もなく

住民がブナ林を苦労して切

り開いた。ある男性は「親

父が開拓した土地を離れる

わけにはいかない」とこだ

わりを見せる。

　被災住民の生活再建や帰

郷への思いを後押しする

ものは何か。過去の災害で

①家に戻れない集落孤立や

火山噴火で、現地の映像提

供や早期の一時帰宅 ②行

政による早期の支援策提示 

③元のコミュニティ維持 

④寄り添いや励まし―など

が支えることを学んだ。

　今回、復興基金設置など

に宮城県は否定的だ。「数

十人のために何百億円かけ

るのが県民のためなのか。

集団で移ってもらう方がは

復興の主体となるように、

④生活総体―住宅だけでな

く、暮らしに必要な施設群

を備える、の 4 原則が要

件である。この 4 原則を

被災地の実情に合わせて最

大限実現すべきだとしてい

る。

　本書は、阪神・淡路大震

災のみならず、中越地震や、

トルコ・台湾での震災復興

現場を踏まえた実践的な提

言であり、「仮設市街地」

の考え方は、首都直下地震

に直面する東京都や区部の

震災復興マニュアルにもと

りあげられている。

（仮設市街地研究会・濱田 

甚三郎）

現するのが「仮設市街地」

の考え方で、それが復興の

本流となるべきである。

　本書では仮設市街地を

「地震等の自然災害で、都

市が大規模な災害に見舞わ

れた場合、被災住民が被災

地内または近傍に留まりな

がら、協力して被災地の復

興を目指していくための、

復興までの暫定的な生活を

支える場となる市街地をい

う」と定義している。

　仮設市街地は、①地域一

括―被災者が従前の地区ご

とに一括して入居できるよ

うに、②被災地近接―被災

地のできるだけ近い場所に

まとまる、③被災者主体―

被災者を受身にさせず自ら

新刊紹介

被災地内での復興訴える
「提言!仮設市街地─大地震に備えて」

　「仮設市街地」は阪神・

淡路大震災を生みの親とす

る復興途上期の計画概念で

ある。阪神・淡路大震災で

は、被災地から遠く離れた

仮設住宅団地をつくり、抽

選で入居者を決めるなどし

たため、復興に際し地域の

コミュニティが維持できず

問題を残した。むしろ復興

の基本は、元の住まいやま

ちをベースに人と人のつな

がりを大切にしながら、生

活を再建する方式で望まな

ければならない。それを実

帰
郷
の
後
押
し

所澤新一郎
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　2007 年 7 月 16 日に発

生した中越沖地震から 1

年が経過した。新潟県の中

越地域では 2004 年 10 月

の中越大震災からわずか 2

年半の間に 2 度目の大震

災に遭ったわけである。ま

た、中越沖地震では空洞化

の進む中心市街地の商店街

が被災したことが大きな特

徴としてあげられる。

　筆者は被災直後から継続

的に柏崎の中心市街地の

「えんま通り商店街」の復

興支援にあたってきた。え

んま通り商店街は柏崎のい

わゆる目抜き通りとして栄

え、毎年 6月の「えんま市」

は数十万人の来客でにぎわ

う柏崎を代表する商店街で

ある。

　しかし、郊外型への大型

店の進出に伴い、各地の

中心市街地同様に衰退の一

途をたどっていた。かつて

は柏崎で最初のアーケード

が架けられるなど、常に柏

崎の商業をリードしてきた

商店街も多くの店がシャッ

ターを下ろす商店街となり

かけていた時期に中越沖地

震が発生、多数の店舗が倒

壊した。

　こうした中、えんま通り

は被災直後から自主的に炊

き出しを開始するなど、積

極的な動きを展開、復興に

ついても議論を開始した。

　10 月には商店街独自の

復興ビジョンを策定すべく

「えんま通り町づくりの会」

を設立、週に数度集まって

は復興に向けた議論を重

ね、年末には「新生 ! えん

ま通りプロジェクト」を発

表した。被災度合いの差や

都市計画道路の取り扱いな

ど合意形成が難しい課題を

　去る7月16日、東京都

庁で、「第2回専門家と共

に考える 災害への備え 企

業復興編」～阪神・淡路、

中越、能登、中越沖地震に

学ぶ～復興体験報告と事業

継続（BCP）の講演会が開

催された。

　当日のプログラムの概要

は、下記のとおりだった。

第1部 被災企業等の体験報告

1.長田ケミカルシューズ企

業の復興について

2.小千谷弁当プロジェクト

について

3.懐かしい未来に向かって

～えんま通り復興への挑戦

4.中小企業復興支援ファン

ドについて

第2部 専門家による講演

1.災害復興時の事業承継に

ついて

2.企業復興と事業継続計

画:BCPの策定について

第3部 交流レセプション

　当日の報告会・講演会に

は約400人、交流レセプ

ションには、110人が参加

するという一大イベントに

なった。被災各地における

生業復興の取り組みの生々

しい体験報告は参加者に大

きな感銘と生業復興の困難

さを示した。また、専門家

による講演は、生業復興の

課題と展望を示してくれる

ものだった。

　災害復興まちづくり支援

機構では、東京商工会議所

との連携の下に、特に中小

企業者のBCP作成のため

の支援方策を検討すること

にしている。なお詳細につ

いては下記URLに掲載予

定ですので、ご参照下さい。

　http://www.j-drso.jp/

（災害復興まちづくり支援

機構事務局次長・佐藤隆雄）

柏崎えんま通り商店街の一年

抱えつつも議論を重ね、ま

ず総論を合意した後に各論

の議論を始めた。

　現在「えんま通り町づく

りの会」は「えんま通り復

興協議会」へと再編され、

筆者等都市計画の専門家集

団「えんま通りの復興を支

援する会」と連携して建て

替えや町並み形成、街路整

備など一体的なまちづくり

を目指して模型を用いた

ワークショップなどを重ね

ながら復興計画の具体化を

進めている。

　被災から 1 年、えんま

通りは復興の長い道のりの

途上にあるが、忘れかけて

いた地域のコミュニケー

ションを取り戻し、再び活

気ある中心市街地を目指し

て活動を展開している。

（新潟工科大学准教授・田

口太郎）

災害被災企業が報告
東京でBCP研究会
生々しい苦闘に感銘

えんま通り復興に向けたワークショップ

課題掘り越こし議論
専門家集団はサポート
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　フェリシモは、事業活動

を通じて、永続的発展的

なしあわせ社会を創造する

ことを企業理念に、全国約

170 万世帯の生活者に向

けて、カタログやウェブサ

イトによるダイレクトマー

ケティング事業を展開して

います。

　1990 年、企業理念の具

現化をめざした取り組みと

して、商品と同様にカタロ

グ紙面で申し込みができる

月 1 口 100 円からの森づ

くりの基金「フェリシモの

森基金」を開始しました。

その後、「フェリシモ 地球

村の基金」やフェアトレー

ド関連の商品の取り扱いな

ども開始。

　阪神・淡路大震災の直

後は、顧客側から、「フェ

リシモを通じて被災地を応

援したい」という声が集ま

り、「毎月義援金」を開始。

6年間で累計 4億円を超え

る金額となり、さまざまな

被災地支援活動に活用しま

した。

今も続く「神戸学校」

　なお、阪神・淡路大震災

は、災害時における企業と

しての対応を考える機会と

なりました。ハード面での

復興に貢献することはでき

ないが、人々の心の復興に

なら貢献することができる

かもしれない。その思いか

ら、全国のお客さまに義援

金の受付とともに、継続し

て被災地の状況を伝えてき

ました。また、毎月さまざ

まな著名人を迎える講演会

「神戸学校」なども開始（現

在も継続）しています。

　一方、弊社の事業を生か

した支援として、1995 年

秋から 3年間にわたり『神

戸カタログ』を発刊。震災

10 年を機に今の神戸を伝

えたいと復刊した『神戸カ

タログ 2005』。神戸の魅力

や人々との出会いから生ま

れた商品や独自の編集は高

い評価をいただきました。

価値づくりこそ使命

　現在、弊社ではさまざま

な基金付き商品も生まれ、

年間 6000 万円を超える基

金がお客さまから寄せら

れ、環境問題をはじめ、さ

まざまな社会的課題解決の

活動に寄付しています。け

れども、企業ができる社会

貢献は単に物品や寄付に限

りません。弊社では、理念

や事業特性を生かして取り

組むことが、被災地にとっ

ての新しい価値づくり、新

しい未来づくりにつながる

と考えています。

（経営企画部コーポレート

スタイルデザイングループ

課長代理・上野友紀）

　7月 30 日の生活ほっと

モーニング（NHK 朝 8 時

35 分～）で奥尻島・津波

から 15 年の軌跡を放送。

視聴率が 6%を越え横並び

2位（通常、災害復興もの

は 3% 前後）。子どもたち

の詩と生き方に反響が寄せ

られました。鎮魂碑の文字

「憶えていてください」銘

ずべしかと。

（NHK・井上利丸）

伝え続けることの大切さ
北海道南西沖地震から15年

CSR（Corporate  Soc ia l 

Responsibility）

企業の社会的責任。企業と

利害を共有するさまざまな

ステークホルダーと共存し

ていくために、積極的に実

現していく活動。

フ
ェ
リ
シ
モ

『神戸カタログ 2005』表紙および中ページ
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編集後記

　「くりこま」へ学会メン

バーが行った。集中豪雨が

各地で暴れていたときで、

企画を推進していた栗田さ

ん（レスキューストック

ヤード）は、岡崎市などの

水害に対応するため、直前

に参加できなくなった◆そ

のくりこまで車座トークの

前夜、耕英地区のみなさん

と意見交換をした。その日

から仙台でイワナの塩焼き

の実演販売が始まって、そ

こからの帰りの人も参加し

てもらえた◆「500 匹完

売だ」と弾んだ声。「あっ

日本災害復興学会ニュースレター  Vol.2　発行人　室﨑 益輝　発行日　2008年9月1日
〒662-8501 兵庫県西宮市上ケ原一番町1番155号　関西学院大学災害復興制度研究所気付

　電話0798-54-6996　FAX　0798-54-6997　ホームページ:http://www.f-gakkai.net/

という間に完売でしたか」

と尋ねると「いや、じわじ

わと完売だ」と正直に言っ

てニヤリと笑う。買い手が

つけば「自分たちのことに

関心を持ってもらえてい

る」とどこかで安心する。

災害被災地に共通する心理

をずっと応援し続けたい。

　岩手・宮城内陸地震に

よって道路が寸断したため

集落ぐるみで避難している

宮城県栗原市の耕英、花山

地区のくらしの復興を考え

る「復興車座トーク」が 8

月 31 日、同市栗駒総合支

所で開かれた。

　復興学会が被災地の住

民とくらしの復興につい

て話し合うのはこれがはじ

めて。学会から室﨑会長は
じめ 12 人が出席、被災者

や災害ボランティアら約

100 人が参加した。

　被災者から農業や養殖は

積み上げた作業が次の年に

成果となるのだが、立ち入

りができず、その「準備」

作業ができない。来年以降

のことが心配だ、と作業が

とどこっている不安を訴え

た。また、り災証明（住宅

の被害判定）がすべての支

被災体験をつなごう
NVNADがフォーラム

　災害ボランティアや災害

ボランティアセンターの

教訓を次の被災地に伝えて

いこうというフォーラム

が 7月 11 日、兵庫県西宮

市内であった。日本災害救

援ボランティアネットワー

ク（NVNAD）が主催した「中

越沖地震から 1年、岩手・

宮城へとリレーされる思

栗駒で復興トーク

生業への被害訴え
り災証明偏重を指摘

援策に結びついていて、生

業や事業への影響が反映し

ていないと制度上の問題を

指摘。さらに住宅の被害判

定への疑問も強調された。

　学会メンバーからは三宅

島噴火災害や阪神大震災の

経験や対応、課題の整理ポ

イントなどについて紹介が

あった。企画を担当した木

村拓郎・社会安全研究所長

は「復興のビジョンは被災

者自らが描いていかなけれ

ばいけない。私たちもその

お手伝いをしていきたい」

とまとめた。

※学会現況（2008 年 8月 8日）
　現在の会員 240
　正会員 225・学生会員 6
　購読会員 4・賛助会員 5

い」で、2007 年に起こった

中越沖地震直後の救援活動

を振り返りながら、岩手・宮

城内陸地震の被災者を支援

していこうという催しだっ

た。渥美公秀NVNAD 理事

長（大阪大学大学院准教授）

をコーディネーターに、浦

野愛レスキューストック

ヤード事務局長、戸口京子

NVNAD スタッフ、佐藤葉

子新潟県刈羽村社協主事が

パネル討議を行った。

※くりこま耕英震災復興の会
の公式ホームページができ
ました。
　　 http://www.koei.at/


